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１．委員の指摘及び提言概要 

環境政策の実施に必要な、基礎的な物性について多くの貴重な知見が得られた。目標を高いレベ

ルで達成できたと評価できる。系統的に研究が進められ所期の目標が達成されるとともに、追加的

成果も得られている。ＳＣＣＰｓとＰＦＲｓの新規分析方法はじめ、物性を明らかにし、先導的成

果が得られている。資源化施設における廃棄物排出量等の推計は成果を上げている。新規POPsに関

する物性に関する情報は体形だって整理された成果を生み出しており、計算ツールのWEB公開もな

されていることは高く評価できる。分析手法が確立されつつあることは大きな進歩であり，高く評

価したい。形態分析に関する計算予測も精度高くできつつあり，POPsの発生から生物圏への移動ま

でを予測する上で強いツールとなる。PFRsの物理化学特性を解明することにより、POPsの様に対策

を優先すべき物質を特定できたことが意義が大きいと考える。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ｓ 

 


